
7－1　GPSによる筑波一沖ノ鳥島間の基線解析結果

GPS　Survey　between　Tsukuba　and　Okinotorishima-island

　　　　　　　　　　　　　　　建設省国土地理院

　　　　　　　　　　　　　　東京大学地震研究所

Geographical　Survey　Institute,Ministry　of　Construction

Earthquake　Research　Institute,The　University　of Tokyo

　国土地理院及び東京大学地震研究所は，京都大学防災研究所及び名古屋大学理学部と共同で，沖

ノ鳥島のGPS観測を1992年6月に行ったので基線解析結果を報告する。

　観測は，沖ノ鳥島の一等三角点，三等三角点の2点（国土地理院，東大震研）及び下里（名大理

学部），石垣島（名大理学部），沖縄（京大防災研），全国4ケ所にある国土地理院の軌道追跡局，国

土地理院構内GPS観測点において6月5日から6月9日までの5日間行った。使用したGPS衛

星は4衛星であり，各日の観測時間は約3.5時間である。

　今回報告する筑波一沖ノ鳥島間では TRIMBLE 4000SST を使用し，基線解析には

TRIMVEC－PLUSを用いた。また，軌道情報は国土地理院が開発した精密軌道情報であるGSI

暦を使用した。基線解析の結果は，表一1のとおりであり基線長の5日間の短期再現性は0.13ppm

であった。

　1989年には筑波，父島及び宮崎と沖ノ鳥島間においてMIM－MAC2816を使用してGPS観測

を行っている。1989年の解析結果より得られた基線長と今回の解析結果を比較すると差は一0.17m

であった。1989年の観測では，使用したGPS衛星は4衛星で約3.5時間の観測を1回実施した。基

線解析には AIMS 10を用い軌道情報は放送暦を使用した。

基線長の比較（WGS－84）

　　　　　　　m　　　　m　　　　　　　    m　　m

　S92＝1,775,395.81±0.04（GSI暦）　.70±0.06（放送暦）

　S89＝1,775,395.98±0.06（放送暦）　.98±0.06（放送暦）

一0.17          一.28   

＊S92とS89は，観測点が異なるため偏心補正済
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　　第1表　GSI暦による基線解析結果

Table 1　Results　of  baseline　analysis　with　GSl　ephemeris.
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  第1図　位置図

Fig.1　Location　of　stations.
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